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６月の花嫁

　6月に結婚式を挙げる花嫁は「ジューン・ブライド」（June bride）と呼ばれ、この月に結婚をすると幸せにな

れるというのは西洋のローマ神話からきているとも言われています。

�　厚生労働省の人口動態統計から平成17年～19年の平均月別婚姻件数をみると、京都府の6月の婚姻件数は

1,045件で12月のうち9番目と低い数値となっ

ています。全国的な傾向も同じですが、寺社が

多い歴史都市京都でも西洋風の結婚観は関係

がないのでしょうか。

�　さて、経済産業省の特定サービス産業実態

調査報告書 結婚式場業編（平成8年、14年、17

年）から、国内におけるここ10年ほどの挙式形

態別の挙式件数の推移をみてみましょう。

�　京都府では挙式総数は平成8年の12,578件

から平成17年の9,059件へ約3,500件減少し

ています。これは婚姻数自体が16,153件（平成

8年）から14,030件（平成17年）に減少していることなどがその背景にあると考えられます（前述人口動態統計）。

平均月別婚姻件数（H17～H19平均・京都府）
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高齢者の趣味や娯楽

　６月19日に宮崎県の113歳の男性が亡くなったことに伴い、京丹後市にお住まいの112歳の木村さんが、

日本の男性最高齢者となられました。おめでとうございます。�

　報道では、木村さんは毎日、新聞をしっかり読んで、食事がおいしいと答えておられます。では、高齢者

の方々は、毎日をどのように過ごしているのでしょうか。�

　総務省では５年ごとに社会生活基本調査を行っていますが、その調査項目の中に、趣味や娯楽は何かを尋

ねる項目があります。図１では65歳以上の方に多い趣味や娯楽を表しています。

図２　京都府の高齢者数

図１　趣味・娯楽の種類別行動者率（65歳以上、京都府）

　これを見ると、園芸・庭いじりや趣味の読書をする方の多いことが伺えます。また、以前はそうではなか

ったけれども最近増えてきたものとして、

映画鑑賞などをあげることができるよう

です。�

　国勢調査の結果を見てみると、図２の

とおり高齢者数が増えており、団塊の世

代の方が高齢者と呼ばれる年齢になれば、

さらに増えていくことが予測されています。

　高齢者と呼ばれるようになっても、末

永く元気で趣味や娯楽を楽しめるように

なりたいものです。 0
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演芸・演劇・舞踊鑑賞(テレビ・ＤＶＤなどは除く)

カラオケ

映画鑑賞(テレビ・ビデオ・ＤＶＤなどは除く)

美術鑑賞(テレビ・ＤＶＤなどは除く)

趣味としての読書
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